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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 12日 (2004.4.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 属 板 製 造 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ る 複 数 の コ ン タ ク
ト の 各 々 が 、 平 行 配 置 さ れ る 一 対 の 部 材 の そ れ ぞ れ に 弾 性 接 触 す る 一 対 の 接 触 ア ー ム を 有
し 、 前 記 複 数 の コ ン タ ク ト を 介 し て 間 を 電 気 的 に 接 続 可 能 な コ ネ ク タ に お
い て 、
前 記 複 数 の コ ン タ ク ト は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 を 垂 直 方 向 に 分 割 す る 水 平 隔 壁 に 対 し て 前 記
ハ ウ ジ ン グ の 一 端 壁 面 側 か ら 圧 入 し て 並 列 配 置 さ れ る よ う に 固 定 さ れ 、 対 向 側 に は 前 記 複
数 の コ ン タ ク ト の 配 列 方 向 の 両 端 に 位 置 す る 両 側 壁 及 び 前 記 水 平 隔 壁 に 結 合 さ れ て 延 び る
連 続 端 壁 が 設 け ら れ 、 前 記 水 平 隔 壁 に よ っ て 分 離 さ れ た 少 な く と も 一 側 で 前 記 一 対 の 接 触
ア ー ム の 長 さ 方 向 に わ た っ て 前 記 水 平 隔 壁 と の 間 に 略 水 平 方 向 に 延 び る 空 間 が 設 け ら れ る
こ と を 特 徴 と す る コ ネ ク タ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 金 属 板 製 造 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ る 複 数
の コ ン タ ク ト の 各 々 が 、 平 行 配 置 さ れ る 一 対 の 部 材 の そ れ ぞ れ に 弾 性 接 触 す る 一 対 の 接 触
ア ー ム を 有 し 、 前 記 複 数 の コ ン タ ク ト を 介 し て 間 を 電 気 的 に 接 続 可 能 な コ
ネ ク タ に お い て 、 前 記 複 数 の コ ン タ ク ト は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 を 垂 直 方 向 に 分 割 す る 水 平
隔 壁 に 対 し て 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 一 端 壁 面 側 か ら 圧 入 し て 並 列 配 置 さ れ る よ う に 固 定 さ れ 、
対 向 側 に は 前 記 複 数 の コ ン タ ク ト の 配 列 方 向 の 両 端 に 位 置 す る 両 側 壁 及 び 前 記 水 平 隔 壁 に
結 合 さ れ て 延 び る 連 続 端 壁 が 設 け ら れ 、 前 記 水 平 隔 壁 に よ っ て 分 離 さ れ た 少 な く と も 一 側
で 前 記 一 対 の 接 触 ア ー ム の 長 さ 方 向 に わ た っ て 前 記 水 平 隔 壁 と の 間 に 略 水 平 方 向 に 延 び る
空 間 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ に よ れ ば 、 は 溝 ３ １ に 略 相 補 的 な 寸 法 を 有 す る 。 こ れ に よ り 接 触 ア ー ム
７ １ は 隔 壁 ５ ２ 又 は 両 側 壁 ５ ３ と 干 渉 し て そ の ぶ れ が 防 止 さ れ 、 逆 に 隔 壁 ５ ２ の 少 な く と
も 一 方 向 の 撓 み が コ ン タ ク ト ６ ０ と の 干 渉 に よ っ て 阻 止 さ れ る 。 ま た 図 ４ 及 び 図 ５ に よ れ
ば 、 水 平 板 部 ７ ３ は ハ ウ ジ ン グ ２ ０ 内 部 の 水 平 隔 壁 ２ ７ の 上 面 ５ ４ に 略 接 触 す る 位 置 に 置
か れ る 。 こ れ に よ り 、 接 触 ア ー ム ７ １ が 相 手 部 材 と 接 触 す る と き に 受 け る 力 の 一 部 を ハ ウ
ジ ン グ ２ ０ の 水 平 隔 壁 ２ ７ に 分 散 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
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